
 







２０２４年度　灘中学第２日

問題４

　　辺の長さがである正方形があります。右の

　　図のように，辺の延長線上に点があり，とが

　　点で交わっています。また，半径がである半円が三

　　角形にぴったり収まっています。このとき，三角形

　　にぴったり収まる円の半径は です。

　　また，辺の長さは です。

解答例　塾などの解答をみると，右下図で

　　が直角二等辺三角形であることを利用していて，

　　問題図の点線もそれを示唆しているように思われ

 















　　ますが，疑問があります。である

　　ことは難しくありませんが，が不明

　　です。図の直線が円の接線になることは

　　自明ではないようです。が直角二等辺三

　　角形であることを，受験生が理解できるレベルで

　　説明する方法があれば，ぜひ教えていただきたい

　　と思います。よろしくお願いします。

　　　自分なりの解法は，の長さの方をはじめ

　　に求める方法です。

　　　これはの倍角の公式を図形的に求める

　　ことに対応していると思います。
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　　　まず：を求める。

　　からに垂線をひく。

　　　　　　から

　　　　　：：：：

　　：：：：

　　　から

　　　　　





　　　上図のように半円を円にして考える。であり，相似比は

　　　　　：：：

　　円と円も相似で相似比は：，円の半径は





 






　　　なお，であることは，円周角の性質が

　　使えるならば，つぎのようにすればよい。

　　であるから，点，，，は

　　を直径とする円周上にある，よって　


